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愛媛県の災害医療体制
令和３年１０月２日

愛媛県保健福祉部社会福祉医療局
医療対策課 救急・災害医療グループ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさん、おはようございます。
愛媛県医療対策課　救急・災害医療グループの担当係長の久保です。

松山赤十字病院の皆さまにおかれましては、平素より、本県の保健医療行政の推進につきまして、格別の御協力を賜り、この場をお借りして御礼申し上げます。

本日は、愛媛県の医療体制について説明いたします。
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公立病院

県災害対策本部

災害医療対策部

統括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

災害基幹拠点病院
【県立中央病院】

災害拠点病院

災害拠点病院ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

公立病院ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

災害拠点病院ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

郡市医師会 消防機関等

地方本部・支部

保健所

市町災害対策本部

保健部局

歯科医師会 看護協会薬剤師会

公立病院

市町災害対策本部

保健部局

医療機関 避難所・救護所

県医師会

消防機関等県歯科医師会

県看護協会

県薬剤師会 日赤県支部連携

連
携

・所属病院や地域の医療機関等と、災害拠点病院
コーディネータとの結節点

・市町内の被災状況や医療ニーズ等の伝達、各種
要請等を行う

・圏域内の医療救護活動をコーディネート
・県災害対策本部等への情報伝達や各種要請等を
行う

災害拠点病院ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀからの要請等に対応し、必
要な調整及び要請を実施

必要な医療支援や各種ルートで派遣される医療救護班
等の派遣調整等を実施（定期的に参集し情報を共有）

必要な医療支援や各種ルートで派遣される医療救護班
等の派遣調整等を実施（定期的に参集し情報を共有）

報告 医療支援 報告 医療支援

厚生労働省

・所属病院や地域の医療機関等と、災害拠点病院
コーディネータとの結節点

・市町内の被災状況や医療ニーズ等の伝達、各種
要請等を行う

関係機関による
調整会議

地域災害医療対策会議

公立病院ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

情報共有 連携

◆本県の災害医療体制

市町村

医療圏
(保健所)

全県
(県庁)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害時における医療救護活動は、原則として市町が実施し、県は、その市町を補完するとされています。

多数傷病者の受入れや救護班、医薬品など、市町内で調整がつかないものは、
次に、二次医療圏、つまり保健所が中心となって、管内で各種調整を行います。

さらに、二次医療圏で調整がつかないものは、全県、県庁で調整や、国や他の都道府県、関係機関に支援要請を行うといった
３段階の階層で、被災状況の集約や各種調整を行うことになります。
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❖ 医療機関の被災状況に関する市町の連絡先一覧（R3.4月現在)

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

（参考）松山圏域
【中予保健所】（県）

企画課　企画情報グループ
電話：089-909-8755
FAX：089-931-8455

松山市

松山市保健所医事薬事課

089-911-1804

089-923-6618

伊予市

健康増進課

089-983-4052

089-983-5295

東温市

健康推進課

089-964-4407

089-964-0064

久万高原町

保健福祉課

0892-21-2700

0892-21-0934

松前町

健康課

089-985-4118

砥部町

保険健康課

089-962-6888

089-985-4158

089-962-6891

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

（参考）宇摩圏域
【四国中央保健所】（県）

企画課　企画・医療対策グループ
電話：0896-23-3360
FAX：0896-28-1043

（参考）新居浜・西条圏域
【西条保健所】（県）

企画課　企画情報グループ
電話：0897-56-6731
FAX：0897-56-3848

（参考）今治圏域
【今治保健所】（県）
企画課　医療対策係

電話：0896-23-2500（代表）
FAX：0898-23-2531

今治市

健康推進課

0898-36-1533

0897-65-1586

0898-32-5511

新居浜市

保健センター

0897-33-5178

西条市

健康医療推進課

0897-52-1215

0897-52-1293

四国中央市

保健推進課地域医療対策室

0896-28-6157

0896-28-6110

上島町

健康推進課

0897-76-3000

0897-76-2375

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、医療機関の被災状況などに関する市町の連絡先一覧になります。

災害時に発生した傷病者の対応、つまり、救護所の設置や、救護班の派遣調整をはじめ、
本日お集りの皆さんの医療機関の被災状況の報告や支援要請、
断水で給水支援が必要、通常の医薬品の調達ルートから医薬品が手に入らない
などは、所在地の市町に、報告や支援要請を行うことになります。

本県の医療救護活動要領に市町の窓口を記載しております。
皆さんの医療機関の災害対応マニュアル等の関係者連絡先に記載しておくなど、
医療スタッフの皆さんで共有していただければと思います。
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❖ 医療機関の被災状況に関する市町の連絡先一覧（R3.4月現在)

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

（参考）宇和島圏域
【宇和島保健所】（県）

企画課　企画情報グループ
電話：0895-22-5737
FAX：0895-24-6806

宇和島市

保険健康課

0895-24-1111（内線2122）

0895-24-1124

愛南町

保健福祉課

0895-72-1212

松野町

保健福祉課

0895-42-0708

鬼北町

保健介護課

0895-45-1111（内線3111）

0895-42-1550

0895-45-3618

0895-70-1777

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

担当部署

電話番号

FAX番号

（参考）八幡浜・大洲圏域
【八幡浜保健所】（県）
企画課　医療対策係
電話：0894-22-0600
FAX：0894-22-0631

八幡浜市

保健センター

0894-24-6626

0894-24-6652

大洲市

保健センター

0893-23-0310

0893-23-0311

西予市

医療介護部　医療対策室

0894-62-6407

0894-62-6564

内子町

保健福祉課

0893-44-6155

伊方町

町民課　医療対策室

0894-38-2653

0893-44-3831

0894-38-1120
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◆本県の災害医療体制

●●病院

◆◆医院

医療機関

市町 （医療機関が立地する）

保健所 （医療機関が立地する）

県庁

■■市役所・■■保健センター

▲▲保健所

愛媛県庁

病院

有床診療所

無床診療所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、本日お集りの皆さんの医療機関が被災、具体的には、
断水していて、給水支援が必要である、

停電していて、非常用電源で稼働しているが、燃料の軽油があと１日分である、

多数傷病者を受け入れており、医療スタッフのマンパワーが不足している、
などの情報や報告は、所在地の市や町に連絡することになります。
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◆ 病院に関する情報伝達フロー

●●病院

医療機関

市町 （医療機関が立地する）

保健所 （医療機関が立地する）

県庁

■■市役所・■■保健センター

▲▲保健所

愛媛県庁

病院

ＥＭＩＳ
広域災害救急医療

情報システム

① ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報
システム）に被害状況等を入力

※インターネット経由

① 病院は、ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）に
被害状況を入力
※インターネット経由

② 病院がＥＭＩＳに入力した被害状況は、インターネット
上で、瞬時に、ＥＭＩＳ関係機関（行政、病院、厚生労
働省、ＤＭＡＴ、消防、医師会等関係機関）で情報共有
される

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それぞれ、病院はどのように、被災状況や支援要請を行うのか、
診療所はどのように、被災状況や支援要請を行うのか説明してまいります。

こちらのスライドが、病院に関する情報伝達フローになります。
病院は、インターネットを経由して、ＥＭＩＳ、広域災害救急医療情報システムに被害状況を入力します。

病院がＥＭＩＳに入力した被害状況は、インターネット上で、瞬時に、県庁、保健所、市町などの行政、病院、ＤＭＡＴ、消防などの県内関係機関のほか、厚生労働省や各都道府県など全国の関係機関にも情報共有されることになります。

（愛媛県の医療救護活動要領では、県内いずれかの地域で震度５弱以上の地震が発生した場合は、被災地、被災地外にかかわらず、県内全ての病院は自発的にＥＭＩＳに被災の有無などを入力することになっています）
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◆ 診療所に関する情報伝達フロー

◆◆医院

医療機関

市町 （医療機関が立地する）

保健所 （医療機関が立地する）

県庁

■■市役所・■■保健センター

▲▲保健所

愛媛県庁

有床診療所、無床診療所

ＦＡＸ、電話等

① 診療所は、被害状況等を、ＦＡＸ、電話等で、所管の
市町に報告する

② 市町は、市町内の診療所に関する被害状況等を取りまと
め、所管の保健所に報告する

③ 保健所は、市町内の診療所に関する被害状況等を取りま
とめ、県庁や、管内の災害医療コーディネータに報告す
る

災害医療
コーディネータ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、こちらが、診療所に関する情報伝達フローになります。

診療所は、ＥＭＩＳに連携・登録されていないので、
診療所は、所在地の市町へ、ＦＡＸや電話等で、被災状況の報告や支援要請を行うことになります。

報告を受けた市町は、市町内の診療所に関する被害状況等を取りまとめ、所管の保健所に報告し、
保健所から、県庁や、管内の災害医療コーディネータ等に報告することで、
保健所管内の関係者と情報共有を行います。
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❖保健所の役割

◆◆医院

市町 （医療機関が立地する）

保健所 （医療機関が立地する）

県庁

■■市役所・■■保健センター

▲▲保健所

愛媛県庁

病院 診療所

災害医療コーディネータ

地域災害医療対策会議

●●病院

② 圏域内の被害状況・医療救護活動状況等をまとめ、
県庁及び災害医療コーディネータと情報共有

① 市町から報告がない場合は、市町に報告を求めるほか、
必要に応じて被災地の市町、医療機関等へ保健所職員
を派遣して情報収集を行う

③ 圏域内の医療機関や医師会等関係団体、市町等で構成
する地域災害医療対策会議を開催し、圏域内の被災情
報の共有、医療救護に関する要請や調整等を行う

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、保健所の役割を示したものになります。

繰り返しになりますが、災害時における医療救護活動は、原則として市町が実施することになりますが、
市町から、管内の被災状況などについて報告がない場合は、市町に報告を求めるほか、
必要に応じて被災地の市町、医療機関等へ保健所職員を派遣して情報収集を行います。

また、保健所は、圏域内の被害状況・医療救護活動状況等をまとめ、
県庁や、圏域内の災害医療コーディネータと情報共有を行います。

さらに、圏域内の医療機関や、医師会等関係団体、市町等で構成する地域災害医療対策会議を開催し、圏域内の被災情報の共有、医療救護に関する要請や調整、
具体的には、救護班や必要な医薬品のほか、断水や停電の場合は、給水車や電源車の手配、入院患者の移送が必要な場合は、移送車両やヘリなどの手配などを行います。
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■位置づけ
コーディネータ候補者に対して、知事が災害医療コーディネータとしての業務を委嘱

■主な役割
①発災時

○医療救護班等の受入れ・派遣調整
○医療機関間の患者受入れ・搬送調整
○医療機関の医療活動支援に係る調整
○関係機関との連携、調整 等

②平時
○行政や医療機関、関係機関・団体等とのネットワークの構築
○地域医療の実情を踏まえた災害医療対策の検討、推進 等

■設置医療機関
○災害拠点病院：災害拠点病院コーディネータ
○公立病院：公立病院コーディネータ

※二次医療圏域における救急医療体制や地理的条件等を踏まえ設置

◆災害拠点病院コーディネータのうち、災害基幹拠点病院のコーディネータには、発
災時に県災害対策本部内で全県的な医療救護活動のコーディネートや災害対策本部
の各対策部間や関係機関間の調整等を行う「統括コーディネータ」として、必要な
権限を付与

災害医療コーディネータの設置

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害時に、被災地で必要とされる医療が迅速かつ的確に提供されるよう、行政や関係機関と連携し、

避難所における医療ニーズや医療機関の被災状況、患者受入れ状況等の情報収集・分析などと、

それを踏まえた人的・物的調整、各種要請など、専門的見地から医療救護活動のコーディネートを行う、

災害医療コーディネータを、スライドのとおり、災害拠点病院と公立病院に設置しています。
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災害医療コーディネータの設置（Ｈ24.10.1）

統括コーディネータ（1名）

・県内の医療救護活動の統括及び調整

・県内の被災状況、医療ニーズ等の収集分析等

・災害拠点病院Co、国及び関係機関との連絡調整等

・災害時における県内医療提供体制の確保

災害拠点病院コーディネータ（11名）

・圏域内の被災状況、医療ニーズ等の収集分析等

・圏域内のDMAT、救護班等の受入れ調整等

・圏域内の医療機関の患者受入れ、搬送調整等

・圏域内の医療機関の医療活動支援に係る調整等

・統括Co、公立病院Co、他圏域Coとの連絡調整

・圏域内の関係機関との連絡調整

公立病院コーディネータ（6名）

・立地市町内の被災状況、医療ニーズ等の収集等

・立地市町内のDMAT、救護班等の受入れ調整等

・立地市町内の医薬品等の調達供給調整等

・災害拠点病院Coとの連絡調整

・立地市町内の関係機関との連絡調整

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

全県
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西日本豪雨災害（H30）における
医療救護活動

愛媛県復興支援シンボルマーク

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、本県にも甚大な被害をもたらした平成３０年７月の西日本豪雨災害における医療救護活動について御紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
西日本豪雨災害では、県内各地で浸水、土砂崩れが発生し、多くの尊い命が奪われました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
浸水被害や土砂災害により、約７，０００棟の住宅が被災し、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ピーク時には、４，０００名を超える避難者が、慣れない避難所生活を強いられることになりました。
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ＤＭＡＴ、救護班等

【ＤＭＡＴ】 活動期間：７月７日（土）～７月１３日（金）
活動内容：被災地の避難所巡回、ＤＭＡＴ活動拠点本部の運営
従事者数：県内１１チーム、県外１４チーム、

厚生労働省ＤＭＡＴロジスティックチーム

【日赤救護班】 活動期間：７月１０日（火）～７月１１日（水）
活動内容：被災地の避難所巡回
従事者数：県内２チーム

このほかに、「こころのケア」等に従事

【医師会救護班】 活動期間：７月１１日（水）～７月１２日（木）
活動内容：被災地の避難所巡回
従事者数：県内２チーム
※県医師会、県薬剤師会、県看護協会の混成チーム

【災害支援ナース】 活動期間：７月１４日（土）～８月３１日（金）
活動内容：被災地の避難所巡回による健康管理
従事者数：のべ３００名を超える看護師の派遣

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
被災地での医療救護活動にあたり、
県看護協会、災害支援ナースの皆さまをはじめ、県内外から多くの御支援をいただきました。
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医療機関等の被災状況の情報収集
（西日本豪雨災害：H30）

市町

現場救護所

避難所

保健所 県庁

病院

有床診療所

人工透析施設

無床診療所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、西日本豪雨災害での県内の医療機関等の被災状況の情報収集について説明したものになります。

繰り返しになりますが、災害時における医療救護活動は、原則として市町が実施することとされていますが、
住民の生活に密接な市町では、災害時においても、
市町内の病院や、診療所の被災状況や、傷病者の発生状況の把握の他、避難所の開設・運営など多くの業務を抱えることになります。
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医療機関等の被災状況の情報収集
（西日本豪雨災害：H30）

市町

現場救護所

避難所

保健所 県庁

ＥＭＩＳ
広域災害救急医療
情報システム）

病院

県医師会

有床診療所

県人工透析研究会

人工透析施設

無床診療所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
病院の被災状況などはＥＭＩＳを通じて把握することができるため、県庁やＤＭＡＴが担当し、
有床診療所については、県医師会や郡市医師会のお力・ネットワークを活用して、具体的には、県医師会からＦＡＸ等で医師会員に被災状況を照会してもらうとともに、取りまとめをお願いいたしました。

このように、関係機関がそれぞれ持ちうる手段を活用して、オール愛媛で、医療機関の情報収集を行いました。
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医療機関の被災状況
（西日本豪雨災害：H30）

← 平成30年7月11日
愛媛新聞

↑ 平成30年7月8日
愛媛新聞

四国電力㈱の電源車
による電力供給支援

自衛隊や自治体等
による給水支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
県内の医療機関では、
　５２の医療機関が断水、
　２１の医療機関で停電、
　４３の医療機関で床上・床下浸水の被害があり、

（７月７日（土）の午前７時前に）停電した市立野村病院では、非常用電源を稼働したほか、四国電力の電源車により電力の供給支援を受けました。

また、長期化する断水のため、多くの医療機関に、給水車による給水支援を継続して行い、診療を行っていただきました。

駆け足になりましたが、
こうした災害対応の経験を皆さまと共有し、県内の意識をそろえていけたらと考えております。

ご清聴ありがとうございました。
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